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目的 頭頚部 SCC における神経浸潤の評価における MRI の精度を調べる

研究デザイン 症例対照研究

セッティング カリフォルニア大学、Davis Medical Center

対象者 対象：術後に組織学的に神経浸潤が確認された 19 例の頭頚

部の腫瘍（SCC10 例, adenoid cystic carcinomas 4 例, poorly
differentiated carcinoma1 例, one salivary duct carcinoma1
例 , mucoepidermoid carcinoma1 例 , chordoma1 例 ,
meningioma1 例)

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ）

対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ）

対象者情報（年齢）

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児

7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年

9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年

11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人

13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人

16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人

19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人

22.年齢区別せず （14 ）

介入（要因曝露） MRI 検査

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分

1 神経浸潤の同定精度 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

3 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

4 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

5 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

6 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

7 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

8 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

9 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

10 1.主要 2.副次 3.その他（ ）

主な結果

組織学的所見と術前の造影 MRI 所見とを比較検討した。MRI では

95%の症例において神経浸潤の有無を同定することができたが、浸

潤の広がりについついては 63%の症例しか正確に評価できなかっ

た。

結論

MRI では神経への微小浸潤を見逃しやすいので、骨孔構造や MRI

の造影パターンの慎重な分析が必要である。
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レビューワーコメント

エビデンスのレベル分類（IV ）

神経浸潤の有無と範囲を同定するためのMRIの有効性と限界につい

て調べた論文であり、貴重な資料である。




